
《発行》　島牧村議会　《編集》　議会広報編集委員会　2017.4.25

島牧村議会広報

第159号
平成29年かりば 月

保育所卒園式　－３月18日－

■

■

■

コミュニティバスについて
長寿者に対する慶祝金について
文教対策について

一 般 質 問
主
な
内
容

第１回村議会定例会
　行政報告　………………
　審議した議案　…………
　一般質問　………………
予算特別委員会
第１回村議会臨時会

2-5
6-7
8-13
14-17
18-19

4



　新年度予算を審議する第１回村議会定例会は３月６日招集され、会期を３月１７日までの１２日間と決
めた後、議長の諸般報告、村長の行政報告に引き続き、村長の村政執行方針と教育長の教育行政執行方針
が述べられたほか、島牧村水産種苗供給施設設置条例の廃止など議案７件を審議、可決し、新年度の各会
計予算など７件は、予算特別委員会を設置して審議を付託し、３月1５日まで休会としました。
　再開日の３月1６日は、２名の議員が村政に対する一般質問を行い、引き続き予算特別委員会を再開し、
翌日まで審議した結果、予算特別委員会の審議を踏まえ、いずれも原案を可決すべきものと決定しました。
　この後に開かれた本会議で、佐藤予算特別委員長から審議結果が報告され、いずれも原案が可決されま
した。
　そのほか、２８年度一般会計補正予算など４件、意見案３件、閉会中の継続調査１件をそれぞれ可決、
決定し閉会しました。

▲新年度村政執行方針を述べる藤澤村長

診
療
所
長
、
脇
本
医
師
が
平
成

28
年
度
末
を
も
っ
て
退
職
期
を
迎

え
る
こ
と
に
つ
き
ま
し
て
は
、
医

療
連
携
の
推
進
に
つ
い
て
、
ご
協

議
い
た
だ
き
ま
し
た
、
９
月
８
日

開
催
の
全
員
協
議
会
で
ご
説
明
し

た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
が
、
そ
の

後
、
脇
本
医
師
に
退
職
に
伴
う
再

任
用
制
度
等
に
つ
き
ま
し
て
も
、

ご
説
明
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す

が
、
医
師
の
意
向
に
添
う
こ
と
が

難
し
く
、
本
年
３
月
末
を
も
っ
て

退
職
さ
れ
る
運
び
と
な
り
ま
し
た
。

脇
本
医
師
に
つ
き
ま
し
て
は
、

平
成
21
年
８
月
奉
職
以
来
７
年
余

り
、
村
診
療
所
の
所
長
と
し
て
診

察
・
治
療
に
あ
た
っ
て
い
た
だ
き

感
謝
申
し
あ
げ
る
次
第
で
ご
ざ
い

ま
す
。

後
任
医
師
の
確
保
に
つ
き
ま
し

て
は
、
昨
今
、
地
方
に
お
け
る
医

師
確
保
は
困
難
を
極
め
て
お
り
、

関
係
機
関
等
へ
の
医
師
招
へ
い
要

請
を
始
め
、
様
々
な
手
段
を
持
っ

て
医
師
確
保
に
努
め
て
参
り
ま
し

た
と
こ
ろ
、
先
般
、
後
任
医
師
を

確
保
す
る
こ
と
が
で
き
、
安
堵
し

て
い
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

後
任
医
師
と
は
、
採
用
条
件
等

に
つ
い
て
、
概
ね
合
意
に
至
っ
て

い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
が
、
現

在
の
勤
務
先
と
の
関
係
で
、
本
村

で
の
勤
務
は
、
４
月
中
旬
か
ら
に

な
る
と
の
こ
と
で
あ
り
ま
す
の
で
、

そ
れ
ま
で
の
間
は
、
北
海
道
地
域

医
療
財
団
等
か
ら
の
医
師
派
遣
で

対
応
し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

な
お
、
小
松
医
師
に
つ
き
ま
し

て
は
、
こ
れ
ま
で
ど
お
り
勤
務
し

て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
、
概
ね
２

名
の
医
師
で
診
察
に
あ
た
っ
て
い

た
だ
く
こ
と
に
な
っ
て
ご
ざ
い
ま

す
。な

お
、
両
医
師
に
は
現
在
、
村

が
進
め
て
お
り
ま
す
、
広
域
医
療

連
携
の
推
進
に
つ
い
て
、
本
村
地

域
医
療
の
方
向
性
と
し
て
理
解
し

３
・
6定例会2017年

1

医
師
確
保
状
況
等

藤 澤　  克　村長

行政報告
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て
い
た
だ
い
て
お
り
、
連
携
に
向

け
協
力
し
て
い
た
だ
け
る
こ
と
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。

関
連
い
た
し
ま
し
て
、
医
療
連

携
の
推
進
に
係
る
、
そ
の
後
の
進

展
状
況
に
つ
い
て
で
ご
ざ
い
ま
す

が
、
現
在
、
寿
都
診
療
所
を
運
営

し
て
お
り
ま
す
、
医
療
法
人
北
海

道
家
庭
医
療
学
セ
ン
タ
ー
の
理
事

長
等
と
協
議
等
を
重
ね
、
３
月
中

旬
13
日
に
な
り
ま
す
が
、
寿
都
・

島
牧
地
域
に
お
け
る
医
療
の
今
後

の
あ
り
方
と
し
て
、
２
町
村
に
所

在
す
る
公
設
診
療
所
の
医
療
機
関

連
携
を
進
め
、
広
域
連
携
に
よ
る

地
域
医
療
の
充
実
を
目
指
し
、
地

域
住
民
の
安
全
・
安
心
な
暮
ら
し

の
た
め
の
、
医
療
環
境
の
実
現
に

向
け
て
検
討
す
る
た
め
の
、
寿
都
・

島
牧
地
方
に
お
け
る
、
広
域
医
療

連
携
に
関
す
る
協
議
会
を
創
設
す

る
運
び
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

広
域
医
療
連
携
に
係
る
事
務
作

業
は
、
端
緒
に
つ
い
た
ば
か
り
で

あ
り
ま
す
の
で
、
今
後
の
推
移
に

つ
い
て
は
、
随
時
、
お
知
ら
せ
し

て
参
る
こ
と
を
申
し
添
え
、
報
告

と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

北
海
道
防
災
会
議
地
震
火
山
対

策
部
会
地
震
専
門
委
員
会
は
、
東

日
本
大
震
災
の
発
生
を
踏
ま
え
、

北
海
道
沿
岸
に
お
け
る
津
波
想
定

の
見
直
し
検
討
を
行
う
こ
と
と
し
、

平
成
23
年
６
月
１
日
に
、
北
海
道

に
津
波
被
害
を
も
た
ら
す
想
定
地

震
の
再
検
討
の
た
め
の
ワ
ー
キ
ン

グ
グ
ル
ー
プ
を
設
置
し
、
従
前
の

北
海
道
各
沿
岸
の
津
波
浸
水
予
測

図
を
、
点
検
見
直
し
す
る
こ
と
と

し
、
平
成
24
年
６
月
に
太
平
洋
沿

岸
の
新
た
な
、
津
波
浸
水
予
測
図

を
公
表
し
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
オ
ホ
ー
ツ
ク
沿
岸
に
つ

い
て
は
、
新
た
な
津
波
堆
積
物

デ
ー
タ
が
得
ら
れ
な
か
っ
た
こ
と

か
ら
、
平
成
26
年
３
月
に
、
現
行

の
想
定
レ
ベ
ル
が
適
当
と
し
、
当

面
見
直
さ
な
い
こ
と
に
な
っ
て
お

り
ま
す
。

最
後
と
な
り
ま
し
た
、
日
本
海

沿
岸
に
つ
い
て
、
平
成
22
年
３
月

に
公
表
し
た
、
津
波
浸
水
予
測
図

を
見
直
す
こ
と
と
な
り
、
先
般
２

月
９
日
に
公
表
と
な
り
ま
し
た
。

公
表
さ
れ
た
内
容
に
つ
い
て
で

あ
り
ま
す
が
、
東
日
本
大
震
災
を

踏
ま
え
、
平
成
23
年
12
月
に
制
定

さ
れ
た
、
津
波
防
災
地
域
づ
く
り

に
関
す
る
法
律
に
基
づ
き
、
都
道

府
県
が
設
定
す
る
、
津
波
浸
水
想

定
に
合
致
す
る
も
の
で
あ
り
、
で

き
る
だ
け
安
全
側
に
立
っ
て
、
対

象
地
域
に
お
け
る
、
最
大
ク
ラ
ス

の
津
波
に
よ
り
想
定
さ
れ
て
い
る

も
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。

そ
の
想
定
の
も
と
、
島
牧
村
の

代
表
地
点
の
状
況
に
つ
い
て
で
ご

ざ
い
ま
す
が
、
別
紙
の
行
政
報
告

説
明
資
料
を
、
ご
参
照
し
て
い
た

だ
き
た
い
と
ぞ
ん
じ
ま
す
が
、
本

村
の
最
高
津
波
水
位
は
栄
浜
、
こ

れ
は
、
せ
た
な
町
と
の
境
界
付
近

で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
そ
こ
で
海
抜

24
．
４
メ
ー
ト
ル
と
な
っ
て
お
り

ま
す
が
、
村
内
各
地
点
で
の
津
波

水
位
と
遡
上
高
は
、
別
紙
の
資
料

の
と
お
り
と
な
っ
て
お
り
、
一
部

の
マ
ス
コ
ミ
報
道
等
で
は
、
地
域

全
体
が
24
．
４
メ
ー
ト
ル
の
津
波

が
来
襲
す
る
か
の
よ
う
な
、
表
現

に
な
っ
て
お
り
ま
し
た
が
、
実
際

は
地
点
毎
で
津
波
高
が
想
定
さ
れ

て
お
り
、
千
走
地
区
を
例
に
取
り

ま
す
と
、
津
波
来
襲
時
の
海
岸
線

で
の
海
面
の
高
さ
で
あ
る
津
波
水

位
は
、
海
抜
６
．
３
メ
ー
ト
ル
。

津
波
が
陸
域
に
遡
上
し
た
際
の

津
波
の
先
端
、
一
番
外
側
の
外
縁

部
分
の
地
盤
高
を
示
す
遡
上
高

は
、
海
抜
13
．
６
メ
ー
ト
ル
。
泊

川
河
口
で
は
、
津
波
水
位
は
海
抜

７
．
４
メ
ー
ト
ル
、
遡
上
高
は
海

抜
13
．
６
メ
ー
ト
ル
。

本
目
地
区
で
津
波
高
が
、
海
抜

７
．
８
メ
ー
ト
ル
、
遡
上
高
は

13
．
９
メ
ー
ト
ル
な
ど
と
な
っ
て

お
り
ま
す
。

先
に
申
し
あ
げ
ま
し
た
と
お
り
、

津
波
浸
水
想
定
は
、
着
実
な
防
災

対
策
を
実
施
す
る
た
め
に
重
要
な

も
の
で
あ
り
ま
す
の
で
、
今
後
の

避
難
施
設
等
の
整
備
計
画
に
、
活

用
し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
る
と

こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

な
お
、
行
政
執
行
方
針
で
も
述

べ
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
が
、
新

た
な
津
波
浸
水
想
定
が
公
表
さ
れ

た
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ら
浸
水
想
定

に
合
せ
、
ガ
イ
ド
マ
ッ
プ
の
改
定

版
を
作
成
し
、
完
成
次
第
全
戸
配

布
す
る
と
と
も
に
、
ガ
イ
ド
マ
ッ

プ
を
熟
知
し
て
い
た
だ
き
適
切
な

行
動
が
と
れ
る
よ
う
、
地
区
説
明

会
を
開
催
し
て
ま
い
り
ま
す
。

▲島牧診療所

日
本
海
沿
岸
の
津
波

浸
水
想
定
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第
１
工
区
を
平
成
28
年
11
月
１

日
に
、
有
限
会
社
後
藤
運
輸
と
除

雪
予
定
時
間
３
０
０
時
間
、
委
託

金
額
３
１
９
万
１
，
４
０
０
円
で

契
約
を
締
結
し
、
第
２
工
区
に
つ

き
ま
し
て
も
、
平
成
28
年
11
月
１

日
に
、
島
牧
開
発
株
式
会
社
と
除

排
雪
予
定
時
間
１
，
５
２
０
時
間
、

委
託
金
額
２
，
３
７
１
万
７
，
８

８
０
円
で
契
約
を
締
結
し
実
施
し

て
お
り
ま
す
。

２
月
末
現
在
の
実
績
は
、
第
１

工
区
で
１
７
０
時
間
、
２
０
５
万

９
，
４
１
０
円
で
、
執
行
率
65
％

で
ご
ざ
い
ま
す
。

第
２
工
区
に
つ
き
ま
し
て
は
、

８
０
０
時
間
、
１
，
６
２
６
万

４
，
２
８
７
円
で
、
執
行
率
69
％

と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
今
年
度

は
、
予
算
内
で
除
排
雪
事
業
を
終

え
る
こ
と
と
見
込
ま
れ
て
い
る
と

こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

後
志
広
域
連
合
議
会
第
１
回
定

例
会
が
、
２
月
27
日
に
開
催
さ
れ
、

新
年
度
に
向
け
た
行
政
執
行
方
針

の
も
と
に
、
一
般
会
計
予
算
及
び

２
件
の
特
別
会
計
予
算
が
可
決
さ

れ
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
第
２
次
後
志
広
域
連
合

広
域
計
画
が
、
平
成
28
年
度
を

も
っ
て
終
了
す
る
こ
と
か
ら
、
平

成
29
年
度
か
ら
平
成
33
年
度
ま
で

の
第
３
次
広
域
計
画
が
定
め
ら
れ

て
お
り
ま
す
。

平
成
29
年
度
各
会
計
の
歳
入
歳

出
の
総
額
は
、
一
般
会
計
に
つ
い

て
は
、
９
，
７
９
８
万
８
，
０
０

０
円
、
国
民
健
康
保
険
事
業
特
別

会
計
に
つ
い
て
は
、
92
億
３
，
７

６
９
万
円
で
あ
り
、
介
護
保
険
事

業
特
別
会
計
に
つ
い
て
は
、
６
３

億
７
，
６
６
１
万
１
，
０
０
０
円
、

各
会
計
歳
入
歳
出
予
算
の
合
計
額

は
、
１
５
７
億
１
，
２
２
８
万
９
，

０
０
０
円
で
あ
り
ま
す
。

後
志
広
域
連
合
で
は
、
平
成
21

年
度
か
ら
、
国
民
健
康
保
険
事
業

及
び
介
護
保
険
事
業
の
事
務
が
本

格
的
に
行
な
わ
れ
て
お
り
、
今
後

も
効
率
的
に
運
営
で
き
ま
す
よ
う

積
極
的
に
参
画
し
て
ま
い
り
ま
す

の
で
、
理
解
を
賜
り
た
い
と
存
じ

ま
す
。

資
料
と
し
て
、
皆
様
に
配
付
し

て
お
り
ま
す
、
島
牧
漁
業
協
同
組

合
の
、
平
成
28
年
１
月
か
ら
12
月

ま
で
の
、
魚
種
別
漁
獲
量
及
び
漁

獲
金
額
に
つ
き
ま
し
て
、
若
干
概

要
説
明
を
報
告
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

昨
年
の
漁
獲
量
は
、
２
，
８
１

４
ト
ン
、
漁
獲
金
額
は
７
億
９
，

４
０
０
万
円
余
り
で
、
平
成
27
年

に
比
べ
ま
す
と
、
漁
獲
量
で
は
、

６
４
１
ト
ン
の
増
と
な
っ
て
お

り
、
漁
獲
金
額
も
、
１
，
７
８
０

万
円
弱
の
増
と
な
り
ま
し
た
。

要
因
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
魚

種
別
に
、
漁
獲
量
の
増
が
、
ス
ケ

ソ
ウ
で
は
、
平
成
27
年
よ
り
２
３

２
ト
ン
増
の
１
，
０
１
８
ト
ン
、

ホ
ッ
ケ
は
、
１
７
７
ト
ン
増
の
４

８
８
ト
ン
、イ
カ
ナ
ゴ
は
、
２
．
５

倍
で
１
５
４
ト
ン
増
の
２
５
５
ト

ン
、
ブ
リ
が
２
倍
で
、
99
ト
ン
増

の
２
０
１
ト
ン
、
ア
ン
コ
ウ
に
お

き
ま
し
て
は
、
６
倍
で
54
ト
ン
増

の
64
ト
ン
あ
ま
り
と
、
大
幅
な
増

と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

一
方
、
漁
獲
量
の
減
で
は
、
イ

カ
が
、
平
成
27
年
の
約
半
分
の
漁

獲
量
で
、
１
２
４
ト
ン
と
大
幅
な

減
と
な
っ
て
お
り
、
サ
ケ
16
ト

ン
、
ヒ
ラ
メ
13
ト
ン
の
減
と
な
っ

て
お
り
、
ア
ワ
ビ
に
つ
き
ま
し
て

は
、
悪
天
候
が
続
き
操
業
が
で
き

ず
１
．
７
ト
ン
の
減
と
な
っ
て
お

り
ま
す
。

次
に
金
額
で
す
が
、
増
加
し
て

い
る
魚
種
は
、
ホ
ッ
ケ
が
２
，
２

０
０
万
円
程
、
ア
ン
コ
ウ
が
１
，

５
０
０
万
円
程
、
殻
つ
き
ウ
ニ
が

１
，
４
０
０
万
円
程
で
あ
り
、
タ

ラ
、
ス
ケ
ソ
ウ
、
ブ
リ
、
メ
バ
ル

が
６
０
０
万
円
か
ら
８
０
０
万
円

程
の
増
額
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

村
道
等
の
除
排
雪

▲千走漁港永豊地区　除雪

◀
賀
老
通
線
　
除
雪

29
年
度

後
志
広
域
連
合
の
運
営

28
年
分
漁
協
水
揚
げ
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減
少
し
て
い
る
魚
種
は
、
ナ
マ

コ
が
５
，
６
０
０
万
円
程
の
大
幅

な
減
と
な
っ
て
お
り
、
イ
カ
が

１
，
３
０
０
万
円
程
、
ア
ワ
ビ
が

７
０
０
万
円
程
の
減
で
ご
ざ
い
ま

す
。昨

年
の
市
場
取
引
単
価
を
見
ま

す
と
、
殆
ど
の
魚
種
に
お
き
ま
し

て
、
競
値
が
低
調
に
推
移
し
て
お

り
ま
し
た
が
、
魚
種
全
体
で
見
ま

す
と
、
漁
獲
量
が
増
え
て
い
る
こ

と
か
ら
、
水
揚
金
額
が
増
額
と

な
っ
て
い
る
状
況
に
ご
ざ
い
ま
す
。

平
成
28
年
の
漁
獲
水
揚
金
額
は
、

前
年
対
比
で
２
．
３
％
の
増
、
漁

獲
量
で
は
、29
．
５
％
の
増
と
な
っ

て
お
り
ま
す
の
で
、
ご
報
告
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

▲千走漁港

▲ＣＡＴスキーツアー参加者

▲雪上車（ＣＡＴ）

狩
場
山
Ｃ
Ａ
Ｔ
ス
キ
ー
ツ
ア
ー

事
業
の
進
捗
状
況
に
つ
き
ま
し
て

は
、
本
年
１
月
16
日
か
ら
事
業
を

開
始
し
て
お
り
、
３
月
２
日
ま
で

の
実
施
状
況
は
、
ツ
ア
ー
実
施
が

40
日
間
、
昨
シ
ー
ズ
ン
は
、
19
日

間
で
あ
り
ま
し
た
の
で
、
２
．
１

倍
の
実
績
と
な
っ
て
ご
ざ
い
ま
す
。

ツ
ア
ー
客
４
２
４
人
・
ス
タ
ッ

フ
関
係
者
１
６
７
人
で
、
総
動
員

数
は
５
９
１
人
。

昨
シ
ー
ズ
ン
は
、
２
８
８
人
で

あ
り
ま
し
た
の
で
、
同
じ
く
２
．

１
倍
の
実
績
で
ご
ざ
い
ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
う
ち
、
ツ
ア
ー
客

の
地
元
宿
泊
施
設
利
用
実
績
は
、

４
０
９
人
で
あ
り
、
ス
タ
ッ
フ
関

係
者
の
１
６
２
人
を
含
め
ま
す
と
、

計
５
７
１
人
の
方
が
宿
泊
し
て
お

り
、
昨
シ
ー
ズ
ン
は
、
１
２
９
人

で
あ
り
ま
し
た
の
で
、
４
．
４
倍

の
実
績
で
あ
り
ま
す
。

倍
増
の
要
因
と
い
た
し
ま
し
て

は
、
実
施
日
数
の
増
加
と
一
人
当

た
り
の
ツ
ア
ー
が
、
２
泊
２
日
と

な
っ
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
ご
ざ

い
ま
す
。

今
シ
ー
ズ
ン
は
、
天
候
に
恵
ま

れ
、
現
在
ま
で
予
定
通
り
ツ
ア
ー

が
実
施
さ
れ
て
お
り
、
事
故
も
な

く
安
堵
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ

い
ま
す
。

今
後
も
、
地
域
経
済
に
貢
献
で

き
る
よ
う
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す

の
で
、
ご
理
解
ご
協
力
を
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

狩
場
山
Ｃ
Ａ
Ｔ
ス
キ
ー

ツ
ア
ー
事
業
の
運
営
状

況
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▼
財
政
調
整
基
金
の
一
部
処
分

▼
一
般
会
計
予
算

▼
国
民
健
康
保
険
事
業
特
別
会
計

予
算

▼
簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計
予
算

▼
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
事
業
特
別

会
計
予
算

▼
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
予

算
▼
合
併
処
理
浄
化
槽
事
業
特
別
会

計
予
算

こ
れ
ら
の
議
案
は
、
全
議
員
構

成
に
よ
る
予
算
特
別
委
員
会
を
設

置
し
、
こ
れ
に
付
託
し
て
審
査
す

る
こ
と
に
決
定
。

▼
28
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
５
号
）

歳
入
・
歳
出
と
も
に
６
５
１
０

万
６
千
円
を
減
額
し
、
予
算
総
額

を
26
億
２
８
３
８
万
３
千
円
と
す

る
も
の
。

歳
入
の
主
な
も
の

・�

地
域
経
済
循
環
創
造
事
業
交
付

金

�

７
５
０
万
円
減
額

・�

年
金
生
活
者
等
支
援
臨
時
福
祉

給
付
金
事
業
補
助
金

�
１
２
２
万
円
減
額

・
財
政
調
整
基
金
繰
入
金

�

５
１
０
３
万
１
千
円
減
額

・
医
科
一
般
外
来
診
療
収
入

�

３
０
５
万
２
千
円
減
額

・�

村
債
（
在
宅
介
護
施
設
合
築

ホ
ー
ム
整
備
事
業
）

�

５
５
０
万
円
減
額

歳
出
の
主
な
も
の

・
光
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
修
繕
料

�

２
３
０
万
円
減
額

・
国
保
会
計
繰
出
金

�

１
７
３
２
万
５
千
円
減
額

・�

在
宅
介
護
施
設
合
築
ホ
ー
ム
整

備
工
事
設
計
委
託
料

�

５
５
６
万
６
千
円
減
額

・
医
薬
材
料
費

�

３
６
０
万
円
減
額

・�

地
域
経
済
循
環
創
造
事
業
助
成

金

�

１
０
０
０
万
円
減
額

・
合
併
処
理
浄
化
槽
会
計
繰
出
金

�

１
０
２
８
万
５
千
円
減
額

◎
全
員
賛
成
で
原
案
可
決

▼
28
年
度
国
民
健
康
保
険
事
業
特

別
会
計
補
正
予
算
（
第
３
号
）

歳
入
・
歳
出
と
も
に
２
３
５
万

円
を
追
加
し
、
予
算
総
額
を
８
７

９
６
万
１
千
円
と
す
る
も
の
。

歳
入
の
主
な
も
の

・
医
療
給
付
費
分
滞
納
繰
越

�

２
０
３
万
３
千
円
追
加

・
一
般
会
計
繰
入
金

�

１
７
３
２
万
５
千
円
減
額

・�

後
志
広
域
連
合
分
賦
金
精
算
還

付
金

�

１
５
７
３
万
９
千
円
追
加

歳
出
の
主
な
も
の

・
後
志
広
域
連
合
分
賦
金

�
２
５
５
５
万
７
千
円
減
額

・
国
保
財
政
調
整
基
金
積
立
金

�

２
６
９
６
万
９
千
円
追
加

◎
全
員
賛
成
で
原
案
可
決

▼
28
年
度
簡
易
水
道
事
業
特
別
会

計
補
正
予
算
（
第
２
号
）

歳
入
・
歳
出
と
も
に
７
１
万
円

を
減
額
し
、
予
算
総
額
を
９
７
５

１
万
９
千
円
と
す
る
も
の
。

歳
入

・
簡
易
水
道
事
業
使
用
料

�

29
万
５
千
円
追
加

・
一
般
会
計
繰
入
金

�

１
０
０
万
５
千
円
減
額

歳
出
の
主
な
も
の

・
維
持
管
理
費

�

70
万
円
減
額

・
給
水
工
事
費

�

39
万
１
千
円
減
額

◎
全
員
賛
成
で
原
案
可
決

▼
28
年
度
合
併
処
理
浄
化
槽
事
業

特
別
会
計
補
正
予
算（
第
２
号
）

歳
入
・
歳
出
と
も
に
３
６
３
０

万
６
千
円
を
減
額
し
、
予
算
総
額

を
１
億
１
９
６
９
万
４
千
円
と
す

る
も
の
。

歳
入
の
主
な
も
の

・
循
環
型
社
会
形
成
推
進
交
付
金

�

２
７
１
万
９
千
円
減
額

・
一
般
会
計
繰
入
金

�

１
０
２
８
万
５
千
円
減
額

・
村
債
（
合
併
処
理
浄
化
槽
事
業
）

�

２
３
１
０
万
円
減
額

歳
出
の
主
な
も
の

・
浄
化
槽
保
守
点
検
委
託
料

�

１
９
４
万
円
減
額

・�

水
洗
便
所
改
良
等
工
事
資
金
補

助
金

�

３
３
０
万
円
減
額

・
浄
化
槽
設
置
工
事
請
負
費

�

３
０
４
０
万
円
減
額

◎
全
員
賛
成
で
原
案
可
決

▼
島
牧
村
水
産
種
苗
供
給
施
設
設

置
条
例
の
廃
止

当
該
施
設
の
解
体
撤
去
が
完
了

し
た
こ
と
に
よ
り
、
本
条
例
を
廃
止
。

◎
全
員
賛
成
で
原
案
可
決

▼
島
牧
村
職
員
の
育
児
休
業
等
に

関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

地
方
公
務
員
の
育
児
休
業
等
に

関
す
る
法
律
の
一
部
改
正
に
基
づ

く
改
正
。

◎
全
員
賛
成
で
原
案
可
決

▼
島
牧
村
職
員
の
勤
務
時
間
及
び

休
暇
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部

改
正

育
児
休
業
、
介
護
休
業
等
育
児

又
は
家
族
介
護
を
行
う
労
働
者
の

福
祉
に
関
す
る
法
律
の
一
部
改
正

に
基
づ
く
改
正
。

◎
全
員
賛
成
で
原
案
可
決

▼
島
牧
村
職
員
の
給
与
に
関
す
る

条
例
の
一
部
改
正

時
間
外
勤
務
手
当
等
の
支
給
に

関
し
、
本
条
例
の
所
用
の
一
部
を

改
正
。

審議

議案

した

新
年
度
予
算

補
正
予
算

条
例
廃
止

条
例
改
正
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◎
賛
成
多
数
で
原
案
可
決

▼
島
牧
村
奨
学
基
金
条
例
の
一
部

改
正

島
牧
村
奨
学
資
金
貸
付
条
例
の

規
定
に
よ
る
返
還
免
除
に
伴
い
、

基
金
の
額
が
減
少
す
る
こ
と
か
ら

改
正
。

◎
全
員
賛
成
で
原
案
可
決

▼
島
牧
村
税
条
例
等
の
一
部
改
正

地
方
税
法
及
び
地
方
交
付
税
法

の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
等
の
一

部
を
改
正
す
る
法
律
の
公
布
に
伴

い
改
正
。

◎
全
員
賛
成
で
原
案
可
決

▼
後
志
広
域
連
合
規
約
の
変
更

第
３
次
後
志
広
域
連
合
広
域
計

画
案
の
検
討
に
お
い
て
、
広
域
化

の
調
査
研
究
に
関
す
る
事
務
の
見

直
し
を
行
っ
た
た
め
規
約
の
一
部

を
変
更
。

◎
全
員
賛
成
で
原
案
可
決

▼
閉
会
中
の
継
続
調
査

議
会
運
営
委
員
会
の
所
管
事
務

調
査
に
つ
い
て
、
閉
会
中
の
継
続

調
査
と
す
る
も
の
。

◎
決
定

そ

の

他

住民の思い、議会の意思を意見書として

意 見 書 を 提 出
　次の意見書を可決し、関係省庁へ提出しました。なお、
紙面の都合で内容を要約して掲載しました。

地方議会議員の厚生年金制度への加入を求める意見書

　地方分権時代を迎えた今日、地方公共団体の自由度が拡大し、自主性及び自立性の高まりが求められる中、

住民の代表機関である地方議会の果たすべき役割と責任が格段に重くなっている。

　また、地方議会議員の活動も幅広い分野に及ぶとともに、より積極的な活動が求められている。

　しかしながら、平成27年実施された統一地方選挙において、町村では議員への立候補者が減少し、無投票

当選が増加するなど、住民の関心の低下や地方議会議員のなり手不足が大きな問題となっている。

こうした中、地方議会議員の年金制度を時代に相応しいものにすることが、議員を志す新たな人材確保につ

ながっていくと考える。

　よって、国民の幅広い政治参加や地方議会における人材確保の観点から、地方議会議員の厚生年金制度加

入のための法整備を早急に実現するよう強く要望する。

大雨災害に関する意見書

　北海道では昨年８月、台風７、11、９号が相次いで上陸し、さらに台風10号の影響による集中豪雨に伴う

河川の氾濫などにより、住宅や農地への浸水被害及び道路・鉄道の決壊や土砂災害が発生したところである。

　また、定置網・養殖施設被害など水産被害も大きなものがある。

　このように全道各地で甚大な被害が発生し、住民のくらしや経済活動に多大な影響が生じている。

　こうしたことから、住民が一日も早く、安心してもとの生活を取り戻すことができるよう早急な災害対策

と今後の防災対策が必要とされている。

　ついては、この度の災害からの迅速な復旧と今後の防災対策に向け、特段の配慮を強く要望する。

JR 北海道への経営支援を求める意見書

　昨年11月18日、JR 北海道は、現在の営業路線のおよそ半分となる10路線13線区を単独では維持が困難で

あると発表した。

　この路線のいずれかが廃止となれば、その地域の過疎化が促進され、地域の経済や住民のくらしを破壊す

ることになる。公共交通機関としての役割を放棄するものであるといわざるをえない。

JR 北海道は発足当初から、国の経営安定化基金により経営を維持しており、積雪寒冷地という気象条件も

かさなり、設備の維持管理には多額の費用が必要である。

　よって国においては、地域住民の日常生活に重要な移動手段である鉄道を北海道において公共交通機関と

しての役割を発揮できるように、JR北海道の経営が自立できるよう財政支援等を図るよう強く要望する。
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一 般 質 問
藤
澤
村
長

公
共
施
設
や
医
療
機
関
へ
の
、

行
き
帰
り
の
利
便
性
向
上
や
、
地

域
住
民
の
移
動
手
段
確
保
の
た
め
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の
運
行
実
施

に
向
け
、
計
画
し
て
は
ど
う
か
と

の
ご
質
問
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
に
つ
き
ま
し
て

は
、
高
齢
者
や
身
体
障
害
者
な
ど

の
交
通
弱
者
が
、
公
共
施
設
・
医

療
機
関
に
行
き
や
す
く
す
る
な
ど
、

地
域
住
民
の
交
通
の
利
便
性
向
上

の
た
め
、
一
般
的
に
は
路
線
バ
ス

の
運
行
区
域
以
外
、
あ
る
い
は
、

支
線
を
用
い
て
地
方
公
共
団
体
が
、

一
般
乗
り
合
い
旅
客
自
動
車
運
送

事
業
者
に
委
託
し
て
、
運
送
を
行

う
乗
り
合
い
バ
ス
に
よ
る
方
法
、

あ
る
い
は
市
町
村
自
ら
が
、
自
家

用
有
償
旅
客
運
送
者
の
登
録
を
受

け
て
も
ら
う
、
市
町
村
運
営
有
償

運
送
に
よ
る
方
法
に
よ
り
、
運
行

す
る
乗
り
合
い
バ
ス
を
い
う
と
さ

れ
て
お
り
ま
す
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の
導
入
に

あ
た
っ
て
は
、
国
土
交
通
省
の
示

す
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
沿
っ
て
行
う

と
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
に
は
、
路
線
や
区
域
に
つ
い

て
、
路
線
バ
ス
を
実
質
的
に
競
合

す
る
こ
と
が
な
い
よ
う
に
す
る
こ

と
や
、
使
用
者
ル
ー
ル
に
つ
い
て
、

地
域
特
性
又
は
路
線
特
性
に
則
し

て
、
使
用
や
乗
車
定
員
に
つ
い
て
、

検
討
す
べ
き
も
の
と
さ
れ
て
お
り

ま
す
。

本
村
で
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス

の
導
入
を
検
討
す
る
際
に
は
、
特

に
路
線
バ
ス
と
の
競
合
に
つ
い
て
、

留
意
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
ま

す
が
、
現
在
、
島
牧
寿
都
間
の
路

線
バ
ス
に
つ
い
て
は
、
ニ
セ
コ
バ

ス
が
５
往
復
運
行
し
て
お
り
ま
す
。

１
日
の
平
均
利
用
者
数
は
、
高

校
生
・
高
齢
者
等
を
中
心
に
49
人

で
す
が
、
人
口
減
少
と
も
相
ま
っ

て
利
用
者
数
は
、
減
少
傾
向
に
あ

り
ま
す
こ
と
か
ら
、
村
の
ニ
セ
コ

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
に
つ
い
て

問
坂　 下　 初　 雄 議 員

島
牧
は
、
地
区
が
点
在
し
て
い
る
。

路
線
バ
ス
は
、
走
っ
て
い
る
が
便
数
が
少
な
い
現
状
で
す
。

高
齢
者
や
身
体
障
害
者
、
今
後
、
免
許
返
納
者
等
も
多
く
な
り
ま
す
。

公
共
施
設
や
医
療
機
関
へ
の
行
き
、
帰
り
の
利
便
性
向
上
を
目
的
と
し
て
、
ま
た
地
域
住
民
の
移
動
手
段
確
保
の
た
め
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
運
行
実
施
に
む
け
計
画
を
し
て
は
ど
う
か
と
思
い
ま
す
。

理
事
者
の
考
え
を
伺
い
ま
す
。

質問質問
一般一般

　第１回村議会定例会での一

般質問の内容と理事者側の回

答をご紹介します。

　今回の質問者は２名で、そ

の全文を掲載しました。

坂 下 初 雄  議員
■コミュニティバスについて

瀬戸川  豊  議員
■長寿者に対する慶祝金について

■文教対策について

気軽に
議会を傍聴してみませんか。

お問い合せは、議会事務局まで
（電話75−6274）

◇定例会は、年４回開かれます。
　（３月・６月・９月・12月）

◇臨時会は、
� 必要に応じて開かれます。
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一 般 質 問
バ
ス
に
対
す
る
補
助
金
も
毎
年

増
加
傾
向
に
あ
り
、
平
成
28
年

度
、
本
年
度
の
見
込
み
で
は
、
１
，

６
０
０
万
円
程
を
補
助
す
る
予
定

で
あ
り
ま
す
。

運
行
便
数
が
少
な
く
、
不
便
を

感
じ
て
い
る
事
は
否
め
ま
せ
ん

が
、
国
道
一
線
し
か
な
く
、
支
線

の
な
い
本
村
で
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

バ
ス
が
運
行
す
る
こ
と
を
想
定
し

ま
す
と
、
間
違
い
な
く
ニ
セ
コ
バ

ス
と
競
合
す
る
た
め
、
更
に
利
用

者
の
減
少
を
招
く
こ
と
が
想
定
さ

れ
、
ニ
セ
コ
バ
ス
の
路
線
経
営
が

悪
化
、
結
果
的
に
村
の
支
出
が
増

大
し
、
状
況
に
よ
っ
て
は
、
路
線

バ
ス
の
撤
退
を
招
く
恐
れ
が
あ
り

ま
す
。

な
お
、
ニ
セ
コ
バ
ス
以
外
で
の

交
通
手
段
と
し
て
、
島
牧
診
療
所

受
診
者
の
た
め
に
、
患
者
輸
送
バ

ス
を
運
行
し
、
ま
た
社
会
福
祉
協

議
会
で
は
、
移
送
サ
ー
ビ
ス
事
業

を
実
施
し
、
移
動
手
段
を
確
保
し

て
お
り
ま
す
の
で
、
ご
理
解
賜
り

た
い
と
存
じ
ま
す
。

坂
下
議
員

私
も
、
そ
の
資
料
を
ち
ょ
っ
と

調
べ
た
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
村
長

の
読
ん
だ
と
お
り
の
資
料
を
私
も

持
っ
て
い
ま
す
。

た
だ
で
す
ね
、
私
は
時
間
を
掛

け
れ
ば
、
計
画
し
て
も
良
い
ん

じ
ゃ
な
い
か
と
い
う
こ
と
は
で
す

ね
、
や
は
り
ニ
セ
コ
バ
ス
の
確
か

に
、
会
社
も
経
営
上
島
牧
の
運
行

と
い
う
の
は
非
常
に
無
理
だ
と
い

う
の
は
感
じ
て
お
り
ま
す
。

今
、
ニ
セ
コ
バ
ス
に
補
助
し

て
い
る
金
額
が
１
，
７
０
０
万
。

そ
し
て
、
高
校
生
通
学
助
成
が

２
０
０
万
。
１
，
９
０
０
万
ぐ
ら

い
ほ
ど
の
助
成
を
し
て
お
り
ま
す
。

た
だ
、
こ
れ
１
，
９
０
０
万
も
あ

れ
ば
、
や
っ
ぱ
り
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

バ
ス
を
走
ら
せ
る
と
い
う
こ
と
、

財
源
的
に
は
恐
ら
く
十
分
で
き
る

と
い
う
、
私
は
ね
、
考
え
て
い
ま
す
。

当
然
利
便
性
も
バ
ス
の
便
数
も

増
や
す
、
あ
る
い
は
、
病
院
に
通

う
午
後
か
ら
の
行
き
帰
り
も
、
非

常
に
便
利
だ
な
と
い
う
こ
と
を
考

え
て
い
ま
す
。

色
々
そ
の
、
近
隣
に
入
る
部
分

と
い
う
こ
と
は
、
高
校
生
の
通
学

に
入
る
と
い
う
こ
と
な
ん
で
す
け

れ
ど
も
、
そ
の
辺
は
、
近
隣
町
村

と
の
話
し
合
い
で
、
特
に
話
し
合

い
が
付
け
ば
、
問
題
な
い
と
い
う

よ
う
な
部
分
も
見
え
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
や
は
り
で
す
ね
、
今
か

ら
考
え
て
お
か
な
い
と
、
ニ
セ
コ

バ
ス
が
撤
退
し
た
時
は
、
非
常
に

困
る
の
で
は
か
と
、
や
は
り
当
社

と
の
話
し
合
い
も
進
め
な
が
ら
、

そ
う
い
う
計
画
も
し
て
い
っ
た
ら

ど
う
な
の
か
と
い
う
こ
と
で
、
私

質
問
し
て
お
り
ま
す
。

藤
澤
村
長

１
点
目
の
現
在
ニ
セ
コ
バ
ス
さ

ん
の
方
へ
、
補
助
し
て
い
る
分
と

高
校
生
の
通
学
補
助
と
合
わ
せ
る

と
約
１
，
９
０
０
万
ほ
ど
で
、
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の
運
行
が
可
能

に
な
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
点

で
ご
ざ
い
ま
す
。

こ
れ
は
、
ニ
セ
コ
バ
ス
が
撤
退

し
た
と
し
て
も
と
い
う
、
恐
ら
く

条
件
の
下
で
の
、
話
し
で
は
な
い

か
な
と
思
い
ま
す
け
れ
ど
も
、
実

際
に
、
今
ニ
セ
コ
バ
ス
さ
ん
が
村

か
ら
補
助
受
け
て
い
る
分
、
こ
れ

に
つ
い
て
は
、
島
牧
寿
都
の
ち
ょ

う
ど
境
の
部
分
か
ら
、
寿
都
町
の

政
泊
で
す
か
、
町
村
界
の
と
こ
ろ

か
ら
、
島
牧
側
の
向
こ
う
に
か
か

る
分
が
村
の
方
で
補
助
し
て
お
り

ま
し
て
、
そ
こ
ま
で
の
分
は
、
寿

都
町
さ
ん
が
、
や
は
り
補
助
い
た

し
て
お
り
ま
す
。

金
額
的
に
は
、
ち
ょ
っ
と
掌
握

し
て
お
り
ま
せ
ん
が
、
恐
ら
く
、

数
百
万
単
位
の
補
助
を
出
し
て
い

た
だ
い
て
い
る
の
か
な
と
思
い
ま

す
。な

お
、
こ
の
補
助
に
つ
き
ま
し

て
は
、
い
わ
ゆ
る
生
活
路
線
バ
ス

等
の
で
す
ね
、
不
便
地
等
に
対
し

て
も
で
す
ね
、
国
の
制
度
に
基
づ

い
て
赤
字
額
の
１
割
分
を
道
が
出

し
、
残
り
を
自
治
体
が
負
担
し
、

そ
の
内
の
80
％
が
特
別
交
付
金
で

措
置
さ
れ
て
い
る
と
、
こ
の
よ
う

な
、
事
業
に
基
づ
い
て
行
っ
て
い

る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

も
う
一
点
、
近
隣
町
村
と
の
協

議
、
ニ
セ
コ
バ
ス
も
い
ず
れ
は
撤

退
す
る
の
で
は
な
い
か
。

こ
の
部
分
に
つ
き
ま
し
て
は
、

や
は
り
正
直
な
話
し
を
し
ま
す

と
、
寿
都
町
さ
ん
に
す
る
と
で
す

ね
、
非
常
に
利
用
者
は
、
か
な
り

激
減
、
ニ
セ
コ
バ
ス
の
島
牧
路
線

に
お
け
る
、
そ
の
政
泊
ま
で
の
で

す
ね
、
間
の
利
用
者
さ
ん
と
い
う

の
は
、
か
な
り
激
減
し
て
い
る
の

は
事
実
で
ご
ざ
い
ま
す
。

利
用
者
の
大
半
が
島
牧
村
の
住

民
で
あ
る
。
し
か
し
、
ル
ー
ル
に

基
づ
い
て
補
助
を
出
し
て
い
る
と

い
う
の
が
実
態
で
ご
ざ
い
ま
す
。

村
が
独
自
で
や
る
と
言
え
ば
、

寿
都
町
さ
ん
か
ら
す
る
と
、
あ
り

が
た
い
話
し
だ
な
と
い
う
こ
と
に

な
る
の
か
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
と

併
せ
て
、１
，
９
０
０
万
で
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
バ
ス
が
、
全
部
ニ
セ
コ
バ

ス
の
撤
退
し
た
後
の
で
す
ね
、
路

線
確
保
と
し
て
全
部
ま
か
な
え
る

か
と
い
う
既
存
の
便
数
以
上
に
出

す
こ
と
が
で
き
る
か
と
い
う
こ
と

は
、
過
去
に
お
い
て
、
似
た
よ
う

な
検
討
を
し
た
こ
と
が
ご
ざ
い
ま

し
た
が
、
非
常
に
そ
の
金
額
で
は
、

到
底
ま
か
な
え
き
れ
な
い
と
い
う

状
況
に
あ
り
ま
す
。

以
上
で
ご
ざ
い
ま
す
。

坂
下
議
員

よ
く
理
解
で
き
る
と
こ
ろ
も
あ

る
ん
で
す
け
れ
ど
も
、住
民
の
利
便

性
に
つ
い
て
は
、
や
は
り
、
そ
の

辺
の
検
討
を
こ
れ
か
ら
十
分
し
て

も
ら
っ
て
、
実
施
に
向
け
て
検
討

し
て
も
ら
い
た
い
な
と
思
い
ま
す
。

終
わ
り
ま
す
。

藤
澤
村
長

先
ほ
ど
申
し
上
げ
ま
し
た
と
お

り
、
非
常
に
具
体
化
す
る
に
は
、

か
な
り
ハ
ー
ド
ル
の
高
い
課
題
が

何
点
か
あ
ろ
う
か
と
思
い
ま
す
。

た
だ
、
ご
質
問
主
旨
で
ご
ざ
い

ま
す
、
住
民
の
交
通
弱
者
に
対
す

る
そ
の
利
便
性
の
問
題
。
こ
れ
ら

に
つ
い
て
は
、
や
は
り
大
き
な
課

題
と
私
も
考
え
て
お
り
ま
す
の
で
、

そ
の
部
分
の
で
す
ね
、
何
か
良
い

諸
策
な
い
の
か
検
討
し
て
参
り
た

い
と
思
い
ま
す
の
で
、
ご
理
解
の

ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

す
。
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一 般 質 問
藤
澤
村
長

長
寿
者
褒
賞
条
例
を
、
該
当
者

全
員
に
、
貰
え
る
よ
う
な
内
容
に

変
更
し
て
は
ど
う
か
と
の
、
ご
質

問
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
島
牧
村
長

寿
者
褒
賞
条
例
、
こ
れ
に
つ
き
ま

し
て
は
、
平
成
４
年
度
に
制
定
さ

れ
ま
し
た
が
、
平
成
９
年
度
の
介

護
保
険
制
度
施
行
を
契
機
に
、
高

齢
者
福
祉
の
在
り
方
が
大
き
く
変

容
し
た
状
況
下
で
、
当
時
、
全
国

的
に
高
齢
者
福
祉
事
業
に
対
す

る
、
投
資
形
態
を
見
直
す
動
き
が

広
ま
っ
た
こ
と
と
、
高
齢
化
社
会

の
到
来
を
見
据
え
た
、
将
来
的
な

村
の
財
政
事
情
を
鑑
み
、
身
の
丈

に
あ
っ
た
、
制
度
に
し
て
い
く
こ

と
を
目
的
と
し
て
、
平
成
12
年
12

月
21
日
に
当
時
、
議
員
協
議
会
で

の
協
議
を
経
て
、
平
成
13
年
４
月

１
日
に
現
行
制
度
に
条
例
改
正
し

て
お
り
、
平
成
17
年
４
月
１
日
に
、

慶
祝
金
の
金
額
変
更
に
よ
る
条
例

改
正
を
経
て
、
現
在
に
至
っ
て
お

り
ま
す
。

島
牧
村
長
寿
者
褒
賞
条
例
施
行

規
則
に
つ
き
ま
し
て
は
、
平
成
13

年
４
月
24
日
に
制
定
し
て
お
り
、

そ
の
施
行
規
則
の
第
２
条
、
受
給

権
者
の
居
住
要
件
と
し
て
、
実
施

期
日
以
前
６
カ
月
の
範
囲
内
で
、

居
住
し
て
い
る
者
を
含
む
も
の
と

す
る
、
と
明
確
化
し
て
お
り
ま
す
。

こ
の
こ
と
に
つ
い
て
、
他
自
治

体
の
同
様
事
業
に
お
き
ま
し
て
は
、

現
在
に
お
い
て
も
、
基
準
日
に
お

け
る
、
住
所
及
び
居
住
期
間
な
ど

の
条
件
を
付
し
て
い
る
こ
と
が
、

一
般
的
と
な
っ
て
い
る
状
況
に
ご

ざ
い
ま
す
。

こ
の
こ
と
は
、
住
所
が
あ
っ
て

も
基
準
日
に
実
際
に
居
住
し
て
い

な
け
れ
ば
、
例
外
な
く
支
給
対
象

か
ら
外
れ
て
し
ま
う
こ
と
を
意
味

し
て
お
り
ま
す
が
、
条
例
及
び
規

則
の
改
正
を
行
っ
た
平
成
13
年
度

に
お
い
て
、
支
給
直
前
に
、
受
給

権
者
で
あ
る
住
民
が
入
院
し
て
し

ま
っ
た
ケ
ー
ス
が
発
生
し
、
条
例

に
則
る
と
、
無
支
給
と
な
っ
て
し

ま
う
こ
と
か
ら
、
本
村
で
は
、
や

む
を
え
な
い
理
由
で
不
在
と
な
っ

た
方
の
救
済
を
目
的
に
、
実
施
期

日
以
前
６
カ
月
の
範
囲
内
で
、
居

住
し
て
い
た
者
の
受
給
権
者
と
す

る
、
救
済
対
策
を
講
じ
緩
和
し
て

き
て
お
り
ま
す
の
で
、
ご
理
解
賜

り
た
い
と
思
い
ま
す
。

瀬
戸
川
議
員

だ
い
た
い
今
の
説
明
、
褒
賞
条

例
の
説
明
に
沿
っ
た
説
明
で
あ
っ

た
と
思
い
ま
す
。

も
ち
ろ
ん
条
例
に
明
記
し
て
い

る
わ
け
で
あ
り
ま
す
か
ら
、
そ
の

と
お
り
だ
と
思
い
ま
す
け
れ
ど
も
、

た
だ
こ
の
条
例
の
目
的
っ
て
い
う

部
分
が
、
一
番
最
初
に
出
て
お
り

ま
し
て
、
そ
の
条
例
を
制
定
す
る

に
あ
た
っ
て
の
目
的
は
、
地
域
の

社
会
に
貢
献
し
た
高
齢
者
に
対
す

る
も
の
。
村
民
の
敬
老
精
神
を
高

め
る
こ
と
。
高
齢
者
福
祉
の
増
進

を
図
る
こ
と
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

こ
れ
は
、
現
在
も
変
わ
ら
な
い
、

平
成
４
年
に
制
定
し
た
時
点
に
お

い
て
、
現
在
ま
で
も
、
こ
の
目
的

は
変
わ
ら
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ

り
ま
す
。

そ
の
都
度
、
平
成
12
年
、
13
年

度
に
お
い
て
、
随
時
規
則
の
改
正

等
を
し
て
き
た
こ
と
は
今
、
村
長

の
方
か
ら
伝
え
ら
れ
た
こ
と
で
あ

り
ま
す
け
れ
ど
も
、
私
、
こ
の
中

で
、
こ
の
３
つ
の
今
挙
げ
た
目
的

の
観
点
か
ら
考
え
ま
す
と
、
満
88

歳
と
満
１
０
０
歳
の
方
々
に
対
し

て
、
お
祝
金
を
差
し
上
げ
る
と
い

う
、
こ
う
い
う
条
例
を
作
っ
た
わ

け
で
あ
り
ま
す
。

た
だ
し
、
条
例
を
施
行
す
る
際

の
施
行
規
則
の
中
に
、
た
だ
い
ま

村
長
か
ら
説
明
あ
り
ま
し
た
内
容

が
、
述
べ
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
そ
れ
で
行
く

と
、
少
な
く
と
も
島
牧
村
に
住
民

票
を
お
い
て
い
る
方
々
、
や
む
を

え
ず
入
院
し
、
あ
る
い
は
、
や
む

を
え
ず
施
設
入
所
と
い
う
方
に
対

し
て
は
、
あ
る
一
定
期
間
を
設
け

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
こ
に
少
な

く
と
も
、
不
公
平
感
が
発
生
す
る

と
い
う
こ
と
は
で
す
ね
、
毎
年
の

よ
う
に
、誰
か
ら
か
、電
話
が
入
っ

て
、
何
で
私
貰
え
な
い
の
だ
ろ
う

か
と
、
こ
う
い
う
問
い
合
わ
せ
に

な
っ
て
い
る
と
思
う
ん
で
す
。

私
は
、
今
後
こ
の
島
牧
村
の
人

口
動
態
等
を
鑑
み
て
も
、
ま
た
、

長
寿
者
に
対
す
る
慶
祝
金
に
つ
い
て

問
私
か
ら
２
点
質
問
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

１
つ
目
、
長
寿
者
に
対
す
る
慶
祝
金
に
つ
い
て
。

現
在
、
島
牧
村
に
お
い
て
、
長
寿
者
に
対
す
る
慶
祝
金
に
つ
い
て
、
条
例
を
作
成
し
、
そ
れ
に
準
じ
て
88
歳
の
方
と
、
１
０
０
歳
の

方
々
に
、
お
祝
金
を
出
し
て
い
る
の
で
す
が
、
毎
年
の
よ
う
に
該
当
者
か
ら
、
何
故
も
ら
え
な
い
の
か
と
言
う
問
い
合
わ
せ
が
あ
り
ま
す
。

村
と
し
て
、
長
寿
者
褒
賞
条
例
を
該
当
者
全
員
が
貰
え
る
様
な
内
容
に
、
変
更
し
て
み
て
は
ど
う
か
と
考
え
ま
す
が
、
こ
の
点
に
つ

い
て
お
伺
い
を
し
ま
す
。

瀬 戸 川　 豊 議 員

一 般 質 問
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一 般 質 問
老
齢
人
口
が
増
え
た
と
し
て
も
、

な
か
な
か
88
歳
か
ら
１
０
０
歳
ま

で
生
き
ら
れ
る
人
は
、
私
少
な
い

と
思
う
ん
で
す
。

と
い
う
こ
と
は
、
い
か
に
そ
れ

が
、
長
寿
と
い
う
こ
と
が
で
す
ね
、

す
ご
い
か
っ
て
こ
と
な
ん
で
す
よ

ね
。
す
ご
い
か
っ
て
、
難
し
い
っ

て
こ
と
で
す
ね
。

88
、
１
０
０
歳
ま
で
生
き
残
る

と
い
う
こ
と
は
、
こ
の
命
と
い
う

部
分
を
鑑
み
た
時
に
は
難
し
い
と
。

そ
の
難
し
い
命
を
生
き
切
っ
た
と

い
う
こ
と
で
、
当
初
の
こ
の
目
的

に
あ
る
、
こ
の
３
点
を
鑑
み
た
時

に
私
は
、
で
き
る
な
ら
ば
、
88
歳
、

１
０
０
歳
の
方
々
に
、
該
当
者
全

員
に
、
差
し
上
げ
て
も
良
い
ん
で

な
い
か
な
と
。

長
年
に
渡
っ
て
村
の
た
め
に
貢

献
し
、
功
労
し
た
方
々
で
す
も
の
。

そ
れ
は
人
的
な
部
分
、
あ
る
い
は
、

居
住
し
て
い
る
と
い
う
部
分
、
島

牧
村
に
籍
を
置
い
て
く
れ
て
い
る

と
い
う
観
点
、
そ
れ
は
取
り
も
直

さ
ず
、
そ
れ
こ
そ
毎
年
国
か
ら
も

ら
う
地
方
交
付
税
の
、
算
定
基
準

の
中
の
一
つ
と
な
っ
て
、
大
き
く

そ
れ
が
あ
る
わ
け
で
す
か
ら
。

そ
う
い
う
こ
と
を
考
え
ま
す
と
、

私
は
で
き
る
の
で
あ
れ
ば
、
該
当

者
全
員
に
差
し
上
げ
る
と
い
う
こ

と
を
、
考
え
て
み
て
も
良
い
の
で

は
な
か
ろ
う
か
な
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
予
算
計
上
し
て
お
り
ま

す
か
ら
、
予
算
的
な
部
分
で
言
い

ま
す
と
例
え
ば
今
現
在
、
１
０
０

歳
の
方
に
は
、
30
万
を
差
し
上
げ

る
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
お
り
ま

す
。88

歳
に
お
い
て
は
、
５
万
円
を

差
し
上
げ
る
と
い
う
こ
と
に
な
っ

て
い
ま
す
け
れ
ど
も
、
例
え
ば

１
０
０
歳
に
な
っ
た
方
を
予
算
的

な
面
で
、
と
い
う
問
題
で
あ
れ
ば
、

30
万
を
20
万
に
す
る
と
か
、
15
万

に
す
る
と
か
、
減
額
し
て
で
も
で

す
ね
、
住
民
票
を
お
い
て
下
さ
っ

て
い
る
方
々
に
は
、
皆
さ
ん
に
差

し
上
げ
る
と
い
う
方
向
が
、
良
い

の
で
は
な
い
の
か
な
と
思
う
ん
で

す
。そ

れ
は
や
っ
ぱ
り
、
私
自
身
の

こ
と
を
言
っ
て
も
分
か
る
ん
で
す

け
れ
ど
も
、
人
間
は
や
っ
ぱ
り
、

お
金
の
こ
と
に
関
し
て
も
そ
う
で

す
し
、
ま
た
物
品
に
関
し
て
も
そ

う
で
す
け
れ
ど
も
、
金
額
の
多
少

か
ら
、
物
品
の
大
小
に
関
わ
ら
ず
、

貰
え
る
と
い
う
の
は
、
や
っ
ぱ
り

嬉
し
い
も
の
で
す
よ
私
た
ち
は
。

そ
の
該
当
す
る
方
々
に
、
そ
の

嬉
し
さ
と
い
う
も
の
を
、
享
受
し

て
も
ら
う
と
い
う
こ
と
も
、
大
事

な
ん
で
な
か
ろ
う
か
な
と
思
い
ま

す
。

こ
れ
ら
の
点
に
つ
い
て
、
村
長

い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

藤
澤
村
長

高
齢
者
へ
の
、
褒
賞
へ
の
対
処

を
ど
う
す
る
か
と
い
う
の
は
、
基

本
的
な
部
分
か
と
思
い
ま
す
。

条
例
で
は
、
88
歳
に
関
し
て
は
、

５
年
以
上
住
所
を
有
し
、
か
つ
現

に
居
住
し
て
い
る
者
。

そ
れ
か
ら
１
０
０
歳
に
対
し
て

は
、
10
年
以
上
住
所
を
有
し
、
か

つ
現
に
居
住
し
て
い
る
者
。

こ
の
文
言
、
住
所
を
有
し
、
か

つ
居
住
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
、

い
わ
ゆ
る
住
所
を
有
し
が
、
先
ほ

ど
お
話
し
に
出
て
お
り
ま
し
た
が
、

住
民
基
本
台
帳
に
、
住
民
票
に
記

載
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
を
意

味
す
る
部
分
で
ご
ざ
い
ま
す
。
か

つ
、
居
住
し
て
い
る
、
実
際
に
住

ん
で
い
る
と
い
う
問
題
、
先
ほ
ど

の
ご
質
問
で
い
け
ば
、
そ
こ
の
部

分
の
緩
和
が
図
れ
な
い
の
か
と
い

う
、
意
味
合
い
か
と
思
う
と
こ
ろ

で
ご
ざ
い
ま
す
。

当
時
や
は
り
、
こ
う
い
う
よ
う

な
議
論
も
、
多
々
さ
れ
た
と
こ
ろ

の
よ
う
で
ご
ざ
い
ま
す
。

問
題
は
、
人
を
色
々
な
事
情
な

も
と
で
、
逆
に
島
牧
に
住
ん
で
、

居
住
し
て
い
て
も
住
所
が
違
う
自

治
体
に
あ
る
と
い
う
ケ
ー
ス
。

そ
れ
か
ら
、
も
う
何
年
も
い
わ

ゆ
る
施
設
等
に
入
所
さ
れ
て
い
て
、

住
民
票
は
こ
ち
ら
に
お
い
て
あ
る

け
ど
も
、
住
所
は
あ
る
か
た
ち
に

な
っ
て
い
ま
す
け
れ
ど
も
、
実
際

に
は
、
居
住
さ
れ
て
い
な
い
様
々

な
ケ
ー
ス
が
あ
る
と
い
う
中
で
、

ど
こ
か
で
し
っ
か
り
と
し
た
、
基

準
を
定
め
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う

と
い
う
こ
と
で
、
こ
の
条
例
等
が

改
正
さ
れ
な
が
ら
、
整
備
さ
れ
て

い
っ
た
経
緯
が
あ
ろ
う
か
と
思
い

ま
す
。

敬
老
精
神
の
部
分
、
や
は
り
ご

長
寿
元
気
で
い
ら
れ
る
と
い
う
こ

と
が
、
一
番
大
切
な
こ
と
で
あ
る

と
い
う
考
え
方
、
そ
れ
に
対
す
る

敬
老
精
神
で
も
あ
り
、
地
域
に
な

が
ら
く
貢
献
し
て
い
た
だ
い
た
と

い
う
敬
意
も
表
し
、
こ
の
条
例
が

褒
賞
条
例
と
し
て
存
在
し
て
い
る
。

先
ほ
ど
言
い
ま
し
た
部
分
と
、

ど
っ
か
で
視
点
に
よ
っ
て
は
、
矛

盾
す
る
部
分
も
あ
る
の
か
も
し
れ

ま
せ
ん
け
れ
ど
も
、や
は
り
逆
に
、

公
平
に
物
事
を
行
う
と
い
う
観
点

か
ら
い
け
ば
、
ど
こ
か
で
し
っ
か

り
と
し
た
線
引
き
が
必
要
に
な
っ

て
く
る
。と
い
う
よ
う
な
こ
と
で
、

こ
の
よ
う
な
住
所
を
有
し
、
居
住

し
て
い
る
と
い
う
か
た
ち
で
、
条

例
で
謳
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ

い
ま
す
。

た
だ
し
、
本
当
に
誕
生
日
の
直

前
で
、
た
ま
た
ま
入
院
し
て
し

ま
っ
た
、
こ
れ
は
も
う
該
当
し
な

い
。
こ
れ
は
あ
ま
り
に
も
大
変
な

こ
と
だ
と
い
う
こ
と
で
、
し
か
ら

ば
、
あ
る
程
度
の
猶
予
期
間
を
設

け
よ
う
と
い
う
考
え
方
が
、
こ
の

６
カ
月
が
正
し
い
か
ど
う
か
は
別

問
題
と
し
て
、
当
時
は
、
半
年
は

見
た
方
が
良
い
の
で
は
な
い
か
と

い
う
当
時
の
考
え
に
基
づ
い
て
、

定
め
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ

い
ま
す
。

こ
こ
で
、
全
て
の
枠
を
外
し
住

民
票
が
あ
る
と
い
う
こ
と
の
み
を

持
っ
て
実
施
し
た
場
合
、
逆
に
実

際
の
居
住
が
伴
わ
ず
、
住
民
票
だ

け
が
あ
る
と
い
う
よ
う
な
こ
と
も

で
す
ね
、
稀
に
起
こ
っ
て
し
ま
う

の
か
な
と
い
う
よ
う
な
気
も
い
た

し
ま
す
。

ま
た
、
そ
の
居
住
住
所
な
ん
な

り
も
、
あ
ま
り
に
も
緩
和
し
す
ぎ

る
と
で
す
ね
、
自
分
の
誕
生
日
等

に
で
す
ね
、
各
自
治
体
の
こ
の
よ

う
な
褒
賞
条
例
を
見
込
ん
で
で
す

ね
、
住
民
票
だ
け
を
移
す
と
い
う

よ
う
な
そ
う
い
う
方
は
、
滅
多
に

い
ら
っ
し
ゃ
ら
な
い
と
思
い
ま
す

け
れ
ど
も
、
公
平
さ
を
持
と
う
と

し
た
こ
と
が
、
逆
に
不
透
明
な
部

分
を
逆
に
作
っ
て
し
ま
う
の
で
は

な
い
か
な
と
、
危
惧
す
る
と
こ
ろ
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一 般 質 問
で
も
ご
ざ
い
ま
す
。

現
状
と
い
た
し
ま
し
て
は
、

１
０
０
歳
の
額
を
低
く
し
て
、
88

歳
の
対
象
枠
を
増
や
す
と
い
う
の

も
、
一
案
で
は
な
い
か
と
い
う
、

ご
意
見
ご
ざ
い
ま
し
た
が
、
当
面

は
、
現
行
の
ま
ま
で
進
め
さ
せ
て

い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
の

で
、
ご
理
解
の
ほ
ど
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

瀬
戸
川
議
員

今
、
村
長
や
っ
ぱ
り
公
平
性
っ

て
い
う
こ
と
、
お
っ
し
ゃ
っ
た
ん

だ
け
れ
ど
、
公
平
性
っ
て
こ
と
を

言
い
ま
す
と
、
や
は
り
枠
を
仕
切

る
と
い
う
の
は
、
や
む
を
え
な
い

事
情
な
の
か
も
し
れ
な
い
け
れ
ど

も
、
ち
ょ
っ
と
や
っ
ぱ
り
私
と
し

て
は
引
っ
か
か
り
ま
す
ね
。

今
、
お
話
し
さ
れ
た
、
実
際
に

島
牧
に
住
ん
で
い
る
け
ど
、
地
元

に
住
民
票
が
な
い
と
い
う
人
は
で

す
ね
、
こ
の
時
点
で
貰
え
な
い
っ

て
わ
か
っ
て
い
る
か
ら
誰
も
文
句

を
言
わ
な
い
ん
で
す
よ
、
は
っ
き

り
言
っ
た
ら
。

だ
け
ど
も
、
そ
の
逆
の
場
合
っ

て
、
や
は
り
不
満
が
出
て
く
る
っ

て
い
う
現
実
が
あ
り
ま
す
ね
。

も
う
一
つ
は
、
住
民
票
を
島
牧

に
お
い
て
い
て
、
か
つ
長
期
入
院
、

長
期
施
設
入
所
と
い
う
の
を
み
た

と
き
に
、
施
設
入
所
か
長
期
入
院

し
た
方
で
、
そ
れ
は
あ
く
ま
で
88

歳
に
該
当
し
た
人
と
、
１
０
０
歳

に
該
当
し
た
人
の
み
で
あ
っ
て
、

87
歳
89
歳
は
該
当
に
な
ら
な
い
わ

け
で
す
よ
ね
、
は
っ
き
り
言
っ
て
。

と
な
る
と
、
少
な
く
と
も
人
数
的

に
考
え
る
と
、
年
間
複
数
の
二
桁

の
人
数
と
い
う
の
は
、
あ
ま
り
考

え
ら
れ
な
い
と
私
は
思
う
ん
で
す

よ
。
ち
ょ
っ
と
デ
ー
タ
見
て
な
い

か
ら
。
で
も
、
村
側
は
そ
の
デ
ー

タ
は
、
見
れ
る
の
で
将
来
的
な
人

口
動
態
み
れ
る
の
で
、
そ
の
へ
ん

も
十
分
勘
案
し
な
が
ら
で
す
ね
、

そ
う
そ
う
88
歳
１
０
０
歳
な
る
人

が
、
何
十
人
も
毎
回
い
る
ん
だ
と

い
う
も
の
で
は
決
し
て
な
い
し
、

そ
の
辺
の
と
こ
鑑
み
て
、
で
き
れ

ば
条
例
の
変
更
と
い
う
こ
と
も
で

す
ね
、
考
え
て
も
ら
え
れ
ば
私
は
、

あ
り
が
た
い
か
な
と
思
い
ま
す
。

そ
の
こ
と
を
お
願
い
し
て
、
１

番
目
の
質
問
を
終
わ
り
た
い
と
思

い
ま
す
。

藤
澤
村
長

給
食
セ
ン
タ
ー
の
新
た
な
建
設

が
、
必
要
で
は
な
い
か
と
の
ご
質

問
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
現
在
の
給

食
セ
ン
タ
ー
、
昭
和
52
年
の
建
設

で
40
年
ほ
ど
経
過
し
、
施
設
に
つ

き
ま
し
て
の
維
持
補
修
を
行
い
な

が
ら
、
運
営
し
て
い
る
状
況
に
ご

ざ
い
ま
す
。

ま
た
、
設
備
に
つ
き
ま
し
て
も

耐
久
年
数
な
ど
も
考
慮
し
、
定
期

的
に
更
新
し
て
き
て
い
る
と
こ
ろ

で
ご
ざ
い
ま
す
。

給
食
セ
ン
タ
ー
の
建
替
え
新
築

に
つ
き
ま
し
て
は
、
建
設
要
件
か

ら
現
在
の
場
所
で
は
、
建
設
は

ち
ょ
っ
と
不
可
能
か
と
考
え
て
い

る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

新
た
な
建
設
地
の
確
保
な
ど

が
、
必
要
と
な
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ

い
ま
す
。

本
村
、
人
口
減
少
の
中
で
、
と

り
わ
け
児
童
生
徒
数
の
減
少
な
ど

も
見
極
め
な
が
ら
で
す
ね
、
場
合

に
よ
っ
て
は
、
今
の
セ
ン
タ
ー
方

式
か
ら
、
学
校
と
の
併
設
な
ど
の

い
わ
ゆ
る
親
子
方
式
な
ど
も
含
め

で
す
ね
、
効
率
的
で
効
果
的
な
運

営
が
行
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、

直
接
主
管
と
な
り
ま
す
、
教
育
委

員
会
等
と
も
協
議
も
行
い
建
設
等

に
つ
い
て
、
検
討
し
て
参
り
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
の
で
、
ご
理

解
の
ほ
ど
賜
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

瀬
戸
川
議
員

村
長
も
、
私
達
と
同
じ
よ
う
な

考
え
を
持
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と

が
分
か
り
ま
し
た
。

や
は
り
、
建
物
の
老
朽
化
等
、

後
は
設
備
等
に
つ
い
て
も
で
す
ね
、

や
は
り
建
物
の
構
造
自
体
が
で
す

ね
、
や
は
り
現
在
で
は
、
な
か
な

か
変
え
ら
れ
な
い
構
造
に
な
っ
て

い
る
と
い
う
こ
と
は
あ
り
ま
す
。

今
の
説
明
の
中
に
、
確
か
に
島

牧
村
の
生
徒
数
と
い
う
の
は
、
こ

れ
か
ら
年
々
減
少
の
一
途
を
辿
っ

て
い
く
の
で
は
な
か
ろ
う
か
な
と

思
い
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
そ
う
い
う
こ

と
を
理
由
に
、
学
校
給
食
を
廃
止

す
る
と
い
う
こ
と
に
は
、
も
ち
ろ

ん
こ
れ
は
な
ら
な
い
で
す
。

も
ち
ろ
ん
こ
れ
は
学
校
給
食
法

と
い
う
法
律
に
基
づ
い
て
、
運
営

を
し
て
い
る
こ
と
で
あ
り
ま
す
け

れ
ど
も
、
そ
の
中
を
見
て
み
ま
す

と
、
こ
れ
は
教
育
委
員
会
の
方
、

教
育
長
は
、
よ
く
ご
存
知
だ
と
思

い
ま
す
け
れ
ど
も
、
や
っ
ぱ
り
学

校
給
食
の
意
義
と
い
う
こ
と
に
つ

い
て
は
、
食
物
に
対
す
る
知
識
だ

と
か
栄
養
、
そ
う
い
う
も
の
を
学

ん
で
も
ら
う
。

そ
れ
か
ら
食
生
活
に
対
す
る
規

範
と
い
う
こ
と
も
そ
の
中
で
学
ん

で
も
ら
う
。

文教対策について
瀬戸川　　　豊　議員

次に、２点目の質問に入りたいと思います。

文教対策についてということで、村長は、

村政執行方針の中で、校舎等の教育環境整備

などと合わせて、学校給食の提供について、

安全でおいしい物の提供に努めるとあります

が、現状の給食センタ―は、施設の老朽化と

設備等維持するに、不具合が生じる構造であ

る事から、新たな建設が必要であろうかと考

えますが、この点についてお伺いします。

問
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ま
た
、
一
方
に
お
い
て
は
、
多

く
の
目
に
見
え
な
い
命
の
恩
恵
と

い
う
も
の
も
、
学
校
給
食
と
い
う

も
の
の
中
で
、
こ
れ
を
教
え
る
こ

と
が
で
き
る
し
、
ま
た
教
授
し
て

も
ら
え
る
と
い
う
こ
と
が
あ
り
ま

す
。更

に
た
く
さ
ん
の
人
の
手
に

よ
っ
て
、
作
り
だ
さ
れ
て
い
る
食

事
と
い
う
こ
と
は
、
前
面
に
で
て

き
ま
す
。

そ
う
い
っ
た
者
を
、
児
童
生
徒

に
教
育
の
一
環
と
し
て
指
導
す
る

こ
と
も
で
き
る
。

ま
た
、
こ
う
い
っ
た
こ
と
に
つ

い
て
、
生
徒
児
童
に
対
し
て
感
謝

の
念
を
も
っ
て
い
た
だ
く
と
い
う

こ
と
な
ど
も
、
こ
れ
ら
全
て
が
学

び
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
現
場
と

し
て
、
そ
の
給
食
セ
ン
タ
ー
が
存

在
し
て
い
る
と
私
は
思
う
ん
で
す
。

給
食
セ
ン
タ
ー
は
、
単
に
食
事

を
作
る
場
所
で
は
な
く
し
て
、
そ

の
給
食
セ
ン
タ
ー
と
い
う
も
の
が
、

児
童
生
徒
に
対
す
る
食
育
の
教
育
、

そ
の
他
命
の
問
題
、
そ
れ
か
ら
食

物
の
連
鎖
、
繋
が
り
の
問
題
、
色

ん
な
こ
と
が
学
べ
る
そ
の
現
場
と

し
て
、
給
食
セ
ン
タ
ー
と
い
う
も

の
が
あ
る
の
で
は
、
な
か
ろ
う
か

な
と
私
は
考
え
ま
す
。

今
、
村
長
お
っ
し
ゃ
い
ま
し
た

よ
う
に
、
今
後
や
は
り
、
今
の
現

在
地
か
ら
学
校
に
隣
接
す
る
そ
ば

に
そ
れ
か
ら
建
て
る
。

ま
た
、
現
在
の
給
食
セ
ン
タ
ー

の
環
境
、
や
っ
ぱ
り
設
備
面
で
は

新
た
な
も
の
を
更
新
し
、
そ
し
て

新
た
な
も
の
を
入
れ
替
え
て
、
そ

し
て
や
っ
て
お
り
ま
す
け
れ
ど
も
、

や
は
り
構
造
上
、
依
然
と
し
て
掃

除
な
ん
か
は
、
水
を
床
に
撒
い
て
、

そ
し
て
掃
除
を
す
る
と
い
う
実
態

が
あ
り
ま
す
。

そ
う
い
う
こ
と
が
他
の
自
治
体
、

全
国
の
自
治
体
の
給
食
セ
ン
タ
ー

の
現
状
と
、
は
た
し
て
合
致
し
て

い
る
の
か
ど
う
か
。
と
い
う
こ
と

が
、
や
っ
ぱ
り
大
き
な
問
題
だ
と

私
は
思
い
ま
す
。

そ
う
い
う
も
の
を
ク
リ
ア
し
て

こ
そ
で
す
ね
、
食
に
対
す
る
知
識

栄
養
ま
た
は
、
食
生
活
に
対
す
る

規
範
う
ん
ぬ
ん
言
い
ま
し
た
け
ど
、

そ
う
い
う
も
の
を
生
徒
児
童
に
指

導
し
、
ま
た
教
育
で
き
る
一
つ
の

環
境
整
備
に
繋
が
る
の
で
は
な
い

の
か
な
と
。

今
後
、
次
世
代
に
向
け
た
、
対

応
対
策
と
い
う
こ
と
は
、
こ
う
い

う
こ
と
を
考
え
た
時
に
、
必
要
と

な
っ
て
く
る
と
私
は
思
い
ま
す
。

今
、
先
ほ
ど
の
村
長
の
答
弁
で
、

お
お
か
た
結
論
が
み
え
て
い
る
よ

う
に
思
い
ま
す
け
れ
ど
も
、
今
一

度
、
こ
の
件
に
つ
い
て
お
伺
い
を

し
た
い
と
思
い
ま
す
。

藤
澤
村
長

学
校
給
食
各
般
に
わ
た
る
様
々

な
ご
高
説
、
あ
り
が
た
く
拝
聴
さ

せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

私
も
基
本
的
に
は
同
感
で
ご
ざ

い
ま
す
。

た
だ
、
問
題
と
な
る
の
は
、
私

は
基
本
的
に
給
食
を
な
く
す
た
め

に
う
ん
ぬ
ん
っ
て
こ
で
は
な
く
し

て
、
先
ほ
ど
お
っ
し
ゃ
ら
れ
た
、

考
え
同
感
と
す
る
と
言
い
ま
し
た

の
は
、
そ
れ
は
給
食
を
や
は
り
存

続
し
て
い
く
努
力
を
ど
う
し
て
い

く
の
か
。
と
い
う
の
が
、
開
設
者

で
あ
る
私
の
責
務
で
な
い
か
な
と
、

考
え
て
い
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま

す
。そ

の
た
め
に
は
、
自
前
で
や
る

こ
と
が
は
た
し
て
良
い
の
か
ど
う

な
の
か
。
様
々
な
、
例
え
ば
都
市

部
で
は
業
者
等
へ
の
委
託
が
行
わ

れ
た
り
も
し
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
こ
う
い
う
過
疎
地
域
等

に
お
い
て
は
、
い
わ
ゆ
る
近
隣
自

治
体
と
共
同
運
営
し
て
い
る
給
食

セ
ン
タ
ー
等
も
ご
ざ
い
ま
す
。
　

様
々
な
形
態
が
今
、
あ
ろ
う
か

と
思
い
ま
す
。

い
ず
れ
に
し
て
も
、
給
食
を
廃

止
し
て
い
く
と
い
う
方
法
で
は
な

く
、
継
続
し
て
い
く
と
い
う
こ
と

へ
の
、
努
力
だ
と
思
う
と
こ
ろ
で

あ
り
ま
す
。

加
え
て
私
は
や
は
り
、
調
理
後
、

短
時
間
に
教
室
に
行
く
こ
と
が
、

温
か
い
も
の
は
、
温
か
く
と
い
う

ま
た
、
食
中
毒
等
も
一
番
防
げ
る
、

あ
り
か
た
だ
と
い
う
ふ
う
に
思
っ

て
お
り
ま
す
。

そ
う
い
っ
た
意
味
合
い
で
、
先

ほ
ど
の
親
子
方
式
も
含
め
て
と
い

う
よ
う
な
、
セ
ン
タ
ー
方
式
の
み

な
ら
ず
に
で
す
ね
、
親
子
方
式
も

と
い
う
よ
う
な
答
弁
も
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

併
せ
て
こ
の
問
題
に
つ
き
ま
し

て
は
、
学
校
給
食
と
い
う
捉
え
方

で
は
な
く
、
先
ほ
ど
諸
説
ご
教
示

い
た
だ
け
ま
し
た
、
い
わ
ゆ
る
教

育
と
し
て
の
捉
え
方
、
こ
れ
は
非

常
に
大
切
な
部
分
で
あ
り
、
現
在
、

小
中
学
校
に
お
い
て
は
、
食
育
が

一
つ
の
大
き
な
課
題
と
い
い
ま
す

か
、
学
校
の
教
科
の
中
に
も
入
っ

て
き
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
そ

の
た
め
に
、
栄
養
教
諭
の
配
置
ま

で
あ
り
ま
す
。

そ
れ
の
本
当
の
意
味
の
実
践
の

場
と
い
う
の
が
、
給
食
の
時
間
で

は
な
い
の
か
な
と
思
う
と
こ
ろ
で

ご
ざ
い
ま
す
。

学
校
教
育
と
の
十
分
な
連
携
を

図
り
な
が
ら
、
今
後
検
討
し
て
参

り
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
よ
ろ
し

く
ご
理
解
の
ほ
ど
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

▲島牧村学校給食センター
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予
算
特

別

委
員
会

　平成２９年度の各会計予算は、３月６日開会の第１回村議会定例会に
おいて、全議員で構成する予算特別委員会を設置、これに審査を付託し、
３月１６・１７日審議しました。
　３月1７日に再開した本会議では、佐藤予算特別委員長から、予算特
別委員会の審議を踏まえ、原案を可決すべき旨の報告があり、採決の結
果、各会計とも委員長報告のとおり可決しました。

▲29年度　一般会計予算の審議状況

新
年
度
予
算
を
審
議

平成29年度　一般会計予算

前年度対比　20.7㌫増

31億6,800万円

特別会計予算規模

主な事業・一般会計 予算総額　　31億6,800万円

国民健康
保険事業

簡易水道
事業

介護保険
サービス事業

（単位：万円）

後期高齢者
医療

合併処理
浄化槽事業

H29

H28

0 4,000 20,00016,00012,0008,000 24,000

 12,870

2,230

3,150

7,830

7,900

 15,600

2,300

3,140

9,740

8,480

総務費

▲歌島児童館

■津波避難通路設置工事　1,896万円

　　１箇所（本目地区）

■庁舎屋上防水改修工事　353万円

　　軟質 FRP 防水　A ＝509.3㎡

■庁舎暖房設備事業　　4,196万円

　　エアコン設備・ボイラー室改修等

■歌島児童館浄化槽排水設備事業　628万円

　　実施設計・浄化槽排水設備　一式

■原歌生活館浄化槽排水設備事業　739万円

　　実施設計・浄化槽排水設備　一式

■光ネットワーク機器購入　1,512万円

　　L3スイッチ購入
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農林水産業費

▲植車船揚場

■植車船揚場改良工事　　2,895万円

　　船揚場・防波堤など補修

■林道橋梁点検委託　　　480万円

　　林道橋　５本

■林道賀老２号線ふれあい橋損壊復旧事業　1,330万円

　　崩落盛土・陥没舗装部分などの復旧

■本目・折川頭首工改良事業　　　　7,000万円

　　頭首工改良調査設計・スリット化改良工事など

■種苗生産施設管理事業　882万円

　　マゾイ、ナマコの種苗を生産・放流など

■経営体育成支援事業　204万円

　　乾燥機導入助成

■漁港事業負担金（厚瀬・千走漁港）　1,100万円

■（仮称）在宅介護施設合築ホーム整備事業　　42,440万円

　　建設工事等　一式

■在宅介護職員等住宅整備事業　　　　　　　11,240万円

　　建設工事等　一式

■配食サービス事業　　　　　226万円

　　概ね65歳以上の調理が困難な人を対象に食事を提供

■生活管理指導員派遣事業　　131万円

　　介護保険給付対象外の高齢者宅へのホームヘルパーを派遣

■除雪サービス事業　　　135万円

　　概ね65歳以上の独居老人・老人夫婦世帯対象の除雪

■総合福祉医療センター屋根改修工事　　1,203万円

　　軟質 FRP 防水　A ＝879.7㎡

■総合福祉医療センター非常灯交換工事　　115万円

　　LED 非常灯ダウンライト　15台他

■福祉灯油助成事業　　119万円

　　高齢者世帯等に対する灯油購入費の一部助成

■電気料金緊急支援事業　　　110万円

　　低所得世帯などに一世帯5,500円を助成

■社会福祉協議会運営助成　　2,458万円

民生費

▲島牧村総合福祉医療センター

衛生費

■診療所トイレ設備改修工事　　331万円

　　便座ウォシュレット取付工事他

■葬斎場浄化槽排水設備事業　　550万円

　　実施設計・浄化槽排水設備　一式 ▲島牧村葬斎場
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土木費

▲布門内橋

■布門内橋橋梁補修工事　　1,810万円

　　断面補修ほか　橋長20m　幅員5.5m

■尾形の川整備工事　　　539万円

　　柵渠工　Ｌ＝38m

■ホンベツ川改修工事　　898万円

　　護岸工　かごマット工　Ｌ＝44m

■橋梁補修設計委託業務　　449万円

　　滝の沢橋　設計委託

■公営住宅基本・実施設計委託　　2,483万円

　　ＲＣ１棟８戸　基本・実施設計業務

▲国内研修視察（本年１月、新函館北斗駅）

教育費

■教員住宅浄化槽排水設備事業　　174万円

　　実施設計、浄化槽排水設備　一式

■元町教頭住宅屋根葺替工事　　　113万円

　　屋根葺替　一式

■中学校ダイニングルーム床材シート貼替工事　　105万円

　　床材貼替　Ａ＝137.5㎡

■人材育成事業　　290万円

　　小学生国内研修視察（５年生を対象、東京方面）ほか

消防費

■油圧救助器具保守点検　　49万円

■自治体消防制度70周年記念式典出席　　45万円

商工費

■雇用創出事業　　579万円

　　失業者に対する短期の雇用、就業機会の創出

■旅館・飲食業支援事業　　315万円

　　旅館・飲食業者等の施設整備に係る支援対策

■商工会運営助成　　1,924万円

■中小企業電気料金緊急支援事業　　150万円

　　商工業者に対する電気料金値上げに伴う緊急支援

■狩場山 CAT スキーツアー実行委員会運営助成　464万円

■中小企業融資預託金　　300万円

　　中小企業への貸付に係る預託金 ▲CATスキーツアー参加者
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主な事業・特別会計

■後志広域連合分賦金　5,276万円

　�　後志広域連合は、地方分権時代における国・道から町村への事務権限の移譲並びに多様化した

広域行政需要等に適切かつ効率的に対応するため、平成19年、管内16町村で設立。国民健康保

険事業、介護保険事業等の広域化・集約化が可能な事務について共同処理を行うための分賦金

国 民 健 康 保 険 事 業 特 別 会 計 予算総額　7,900万円

■水質検査委託　560万円

　　村内６箇所の浄水場の原水、浄水を検査

■交換用水道メーター購入　400万円

　　水道メーター144個購入

■水道メーター取替工事　　279万円

簡 易 水 道 事 業 特 別 会 計 予算総額　7,830万円

■デイサービス運営業務委託料　2,226万円

　　日常生活上の世話や機能・適応訓練を行う

介護保険サービス事業特別会計 予算総額　3,150万円

■後期高齢者医療広域連合納付金　2,163万円

　　事務費負担金、保険料等負担金

後 期 高 齢 者 医 療 特 別 会 計 予算総額　2,230万円

■水洗便所改良等工事資金補助　640万円

　　16戸分、１戸あたり40万円を上限に補助

■浄化槽設置工事　　8,144万円

　　浄化槽設置22基の実施設計業務委託料及び設置工事費

合併処理浄化槽事業特別会計 予算総額　1億2,870万円
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臨
時
会

　平成２９年第１回村議会臨時会は、
１月２７日招集され、村長の行政報告
のあと、「島牧村農業委員会委員の定
数に関する条例の全部を改正する条
例」など、議案４件を審議、原案どお
り可決し、同日閉会しました。

１
・
27

2017

1

平
成
29
年
シ
ー
ズ
ン
狩
場
山
Ｃ

Ａ
Ｔ
ス
キ
ー
ツ
ア
ー
事
業
の
進
捗

状
況
に
つ
い
て
で
ご
ざ
い
ま
す
。

12
月
20
日
か
ら
の
事
業
開
始
に

向
け
、
後
志
森
林
管
理
署
と
滑
走

コ
ー
ス
を
含
め
た
事
業
計
画
の
協

議
を
、
行
っ
て
参
り
ま
し
た
が
、

12
月
27
日
付
を
も
っ
て
国
有
林
野

使
用
許
可
を
、
得
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
の
で
、
Ｃ
Ａ
Ｔ
コ
ー
ス
の

設
定
を
終
え
、
去
る
1
月
16
日
か

ら
事
業
を
実
施
い
た
し
て
お
り
ま

す
。１

月
期
に
つ
き
ま
し
て
は
、
全

日
程
が
ほ
ぼ
予
約
済
み
で
あ
る
と

の
こ
と
で
あ
り
、
２
月
期
も
盛
況

と
な
る
よ
う
期
待
を
し
て
い
る
と

こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

ま
た
、
ツ
ア
ー
事
業
を
実
施
し

て
お
り
ま
す
、
有
限
会
社
Ｊ
Ｒ
Ｔ

ト
レ
ー
デ
ィ
ン
グ
か
ら
、
更
な
る

事
業
拡
大
に
備
え
財
務
力
の
強
化

を
図
り
た
い
と
の
こ
と
で
、
国
の

地
域
経
済
循
環
創
造
事
業
交
付
金

の
活
用
に
つ
い
て
協
議
が
あ
り
、

村
と
し
て
も
積
極
的
に
支
援
す
る

こ
と
と
し
、
第
３
回
村
議
会
定
例

会
に
お
い
て
所
要
費
用
を
予
算
補

正
す
る
な
ど
致
し
ま
し
た
が
、
国

に
出
向
き
交
渉
を
重
ね
る
な
ど
も

致
し
ま
し
た
が
、
金
融
機
関
の
貸

し
付
け
条
件
の
一
部
が
、
ど
う
し

て
も
交
付
要
件
に
添
わ
な
い
と
い

う
こ
と
で
、
採
択
ま
で
に
は
い
た

り
ま
せ
ん
で
し
た
。

残
念
な
結
果
に
は
な
り
ま
し
た

が
、
事
業
の
有
望
性
に
鑑
み
金
融

機
関
か
ら
の
融
資
は
受
け
ら
れ
て

お
り
、
財
務
力
の
強
化
が
図
ら
れ

事
業
拡
大
を
進
め
て
行
く
と
の
こ

と
で
ご
ざ
い
ま
す
。

ま
た
、
本
事
業
を
安
全
第
一
に

取
り
進
め
る
こ
と
が
肝
要
で
あ
る

と
の
こ
と
で
、
去
る
12
月
16
日
と

22
日
の
２
回
に
わ
た
り
、
消
防
・

警
察
な
ど
関
係
機
関
の
協
力
を
得

て
、
遭
難
救
助
訓
練
を
実
施
い
た

し
ま
し
た
。

万
全
の
体
制
を
整
え
て
お
り
ま

す
が
、
万
が
一
に
も
出
動
す
る
こ

と
が
な
い
よ
う
願
う
と
こ
ろ
で
ご

ざ
い
ま
す
。

藤 澤　  克　村長

行政報告

平
成
29
年
シ
ー
ズ
ン

狩
場
山
Ｃ
Ａ
Ｔ
ス
キ
ー

ツ
ア
ー
事
業
の
進
歩

状
況

歌
島
地
区
簡
易
水
道
施
設
に
お

け
る
漏
水
に
つ
い
て
で
あ
り
ま
す
。

去
る
１
月
14
日
に
発
生
し
ま
し

た
、
歌
島
地
区
の
断
水
に
係
る
原

因
と
、
対
応
状
況
に
つ
い
て
で
ご

ざ
い
ま
す
。

１
月
14
日
午
後
５
時
９
分
、
水

道
監
視
装
置
の
配
水
流
量
過
大
警

報
の
発
報
に
基
づ
き
、
歌
島
地
域

全
域
に
つ
い
て
現
地
調
査
し
た
と

こ
ろ
、
歌
島
神
社
か
ら
国
道
横
断

を
経
て
、
村
道
・
作
浜
海
岸
通
線

側
の
水
道
本
管
布
設
区
間
が
原
因

と
判
断
さ
れ
、
掘
削
調
査
し
た
と

こ
ろ
、
布
設
し
て
あ
り
ま
す
水
道

本
管
50
ミ
リ
部
分
に
漏
水
箇
所
を

発
見
し
、
復
旧
工
事
を
17
日
午
後

４
時
30
分
に
終
え
、
午
後
５
時
か

ら
給
水
を
開
始
し
た
と
こ
ろ
で
ご

ざ
い
ま
す
。

ま
た
、
豊
浜
地
区
に
お
き
ま
し

て
も
、
１
月
18
日
に
１
時
間
あ
た

り
１
．
７
ト
ン
ほ
ど
の
漏
水
が
発

生
し
、
断
水
を
避
け
る
た
め
配
水

池
へ
の
運
搬
補
水
並
び
に
夜
間
に

お
け
る
節
水
の
ご
協
力
を
い
た
だ

き
な
が
ら
、
漏
水
箇
所
を
調
査
し

た
と
こ
ろ
、
漏
水
箇
所
を
発
見
し
、

断
水
に
至
る
こ
と
な
く
対
処
を
終

▲ＣＡＴスキーツアー参加者

歌
島
地
区
簡
易
水
道

施
設
に
お
け
る
漏
水
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え
て
お
り
ま
す
が
、
今
な
お
小
規

模
な
が
ら
漏
水
箇
所
が
あ
り
ま
す

の
で
、
調
査
を
継
続
し
漏
水
を
解

消
し
て
参
り
た
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
。

い
ず
れ
に
い
た
し
ま
し
て
も
、

水
は
生
命
財
産
を
守
る
た
め
不
可

欠
な
も
の
で
あ
り
ま
す
の
で
、
日

常
の
管
理
を
怠
ら
ず
、
事
故
等
に

関
し
て
は
迅
速
な
対
応
を
持
っ
て

参
り
ま
す
の
で
、
ご
理
解
を
賜
り

た
い
と
存
じ
ま
す
。

去
る
１
月
16
日
午
後
９
時
29
分
、

元
町
団
地
海
側
50
号
棟
で
火
災
が

発
生
い
た
し
ま
し
た
。

幸
い
に
も
入
居
者
の
い
な
い
空

室
で
あ
っ
た
た
め
、
人
的
被
害
が

発
生
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
が
、
近
隣
の
住
民
の
皆
様
に

は
、
大
変
な
ご
心
配
を
お
掛
け
し

た
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

火
災
発
生
原
因
に
つ
い
て
で
ご

ざ
い
ま
す
が
、
寿
都
警
察
署
に
お

い
て
調
査
中
の
た
め
、
詳
細
は
判

明
し
て
お
り
ま
せ
ん
が
、
原
因
の

一
つ
と
し
て
、
屋
外
配
線
か
ら
の

漏
電
の
可
能
性
も
想
定
さ
れ
て
い

る
よ
う
で
あ
り
ま
す
の
で
、
１
月

20
日
か
ら
公
営
住
宅
並
び
に
教
職

員
住
宅
及
び
村
職
員
住
宅
を
対
象

に
、
屋
外
配
線
等
の
緊
急
点
検
を

実
施
し
て
お
り
ま
す
こ
と
を
報
告

と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

昨
年
の
10
月
31
日
、
札
幌
市
在

住
の
高
田
康
夫
様
よ
り
、
本
人
名

義
の
土
地
、
字
大
平
37
番
１
、
字

江
ノ
島
１
９
１
番
１
、
計
２
筆
土

地
採
納
願
い
が
あ
り
、
昨
年
の
12

月
６
日
で
所
有
権
移
転
登
記
を
終

了
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
ご
報
告

申
し
上
げ
ま
す
。

寄
附
採
納
２
件
目
は
、
去
る
12

月
30
日
、
株
式
会
社
島
牧
開
発
様

よ
り
、
地
域
福
祉
に
役
立
て
て
ほ

し
い
と
の
こ
と
で
、
20
万
円
の
寄

附
採
納
が
あ
り
ま
し
た
。

ご
寄
附
の
意
思
に
添
う
よ
う
、

地
域
福
祉
基
金
に
積
み
立
て
い
た

し
ま
し
て
、
今
後
の
地
域
福
祉
の

た
め
に
有
効
活
用
さ
せ
て
い
た
だ

く
こ
と
に
致
し
ま
し
た
の
で
、
ご

報
告
い
た
し
ま
す
。

▼
島
牧
村
農
業
委
員
会
委
員
の
定

数
に
関
す
る
条
例
の
全
部
を
改

正
す
る
条
例

改
正
農
業
委
員
会
等
に
関
す
る

法
律
の
施
行
に
伴
い
、
島
牧
村
農

業
委
員
会
の
委
員
の
定
数
を
新
た

に
定
め
る
た
め
提
案
。

◎
全
員
賛
成
で
原
案
可
決

▼
島
牧
村
特
別
職
の
職
員
の
給
与

及
び
旅
費
支
給
に
関
す
る
条
例

の
一
部
改
正

島
牧
村
特
別
職
の
職
員
の
給
与

改
定
に
つ
い
て
、
島
牧
村
特
別
職

報
酬
等
審
議
会
に
諮
問
し
た
結

果
、
意
見
の
答
申
を
得
た
の
で
、

答
申
ど
お
り
改
定
の
た
め
、
本
条

例
の
一
部
を
改
正
。

◎
全
員
賛
成
で
原
案
可
決

▼
島
牧
村
議
会
議
員
報
酬
及
び
費

用
弁
償
等
に
関
す
る
条
例
の
一

部
改
正

島
牧
村
議
会
議
員
の
報
酬
等
改

定
に
つ
い
て
、
島
牧
村
特
別
職
報

酬
等
審
議
会
に
諮
問
し
た
結
果
、

意
見
の
答
申
を
得
た
の
で
、
答
申

ど
お
り
改
定
の
た
め
、
本
条
例
の

一
部
を
改
正
。

◎
賛
成
多
数
で
原
案
可
決

▼
島
牧
村
特
別
職
の
職
員
で
非
常

勤
の
も
の
の
報
酬
及
び
費
用
弁

償
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

島
牧
村
特
別
職
の
職
員
で
非
常

勤
の
も
の
の
報
酬
改
定
に
つ
い
て
、

島
牧
村
特
別
職
報
酬
等
審
議
会
に

諮
問
し
た
結
果
、
意
見
の
答
申
を

得
た
の
で
、
答
申
ど
お
り
改
定
の

た
め
、
本
条
例
の
一
部
を
改
正
。

◎
全
員
賛
成
で
原
案
可
決

元町団地火災現場地域おこし協力隊員紹介。　丸山倫徳さん

元
町
団
地
に
お
け
る

火
災
発
生

◀
歌
島
地
区
漏
水
現
場

寄
附
採
納

審議

議案

した

条
例
改
正
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議 会 日 誌
平成29年１月から３月

［１月］
　　６日　消防出初式（長尾議長ほか）
　　８日　成人式（長尾議長ほか）
　１６日　例月出納検査
　２０日　議会運営委員会
　２７日　第１回村議会臨時会
　　　　　新年交礼会

［２月］
　　５日　いちはし修治新春の集い（倶知安町　後藤副議長）
　　９日　全員協議会
　１０日　南部後志環境衛生組合議会臨時会（黒松内町　後藤副議長）
　１６日　後志町村議会議長会定期総会（札幌市　長尾議長）
　２０日　例月出納検査
　２２日　後志町村等監査委員協議会（札幌市　瀬戸川議員）
　２６日　村田のりとし新春の集い（洞爺湖町　長尾議長）
　２７日　後志広域連合議会定例会（倶知安町　長尾議長）
　２８日　南部後志衛生施設組合議会定例会（寿都町　中田議員）
　　　　　南部後志環境衛生組合議会定例会（黒松内町　後藤副議長）

［３月］
　　１日　議会運営委員会
　　６日　第１回村議会定例会（１日目）
　　９日　スポーツ表彰式（長尾議長）
　１４日　例月出納検査
　１５日　中学校卒業式（長尾議長）
　１６日　第１回村議会定例会（２日目）、予算特別委員会
　１７日　第１回村議会定例会（３日目）、予算特別委員会
　１８日　保育所卒園式（長尾議長）
　２２日　小学校卒業式（長尾議長）
　２８日　岩内・寿都地方消防組合議会（岩内町　髙島議員）
　３０日　後志教育研修センター組合議会定例会（倶知安町　瀬戸川議員）

■
議
会
広
報「
か
り
ば
1
５
９
号
」を
お
届
け
し
ま
す
。

本
号
で
は
、
第
１
回
定
例
会
の
審
議
内
容
、
一
般
質

問
及
び
新
年
度
予
算
の
内
容
を
中
心
に
編
集
し
ま
し

た
。
ぜ
ひ
ご
覧
に
な
っ
て
、
村
の
方
針
や
議
会
活
動

に
ご
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

集
後編
記

お詫び　　�１月号で濱野議員の一般質問及び藤澤村長の答弁において、「次の住家」と

あるのは、「終の住処」の誤りです。お詫びして訂正いたします。
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